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令和５年度男女共同参画に関する意識調査（概要） 

この調査は、男女共同参画に関する市民の意識や実態等を把握し、その結果を広く公表

することにより、市民全体の男女共同参画社会への理解と意識の醸成を図るとともに、第

３次古河市男女共同参画プランや今後の市の男女共同参画施策の推進に反映させるための

基礎資料とすることを目的として実施しました。 

 

1  調査概要 

（１）調査方法 

 ① 調査基準日｜令和６年１月１日 

② 調査地域 ｜古河市全域  

③ 調査方法 ｜郵送にて配布・回収、インターネットによる回収も併用 

④ 調査期間 ｜令和６年２月１日（木）～２月２６日（月） 

⑤ 調査対象 ｜［市 民］市内在住の満 18歳以上 70歳以下の男女 2,000人、 

住民基本台帳より無作為抽出 

［事業所］会社、病院、金融機関、商業施設等市内 180事業所 

 

（２）調査項目 

①男女共同参画に関する用語について（市民のみ） 

②男女の地位に関する意識について（市民のみ） 

③家庭生活に関する意識について（市民のみ） 

④男女の人権について（市民のみ） 

⑤女性の活躍推進に関する意識について（市民のみ） 

⑥女性の活躍推進における取組について（事業所のみ） 

⑦女性管理職登用における取組について（事業所のみ） 

⑧働きやすい環境づくりについて（事業所のみ） 

⑨仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について（共通） 

⑩女性の視点に立った防災対策について（市民のみ） 

⑪育児・介護について（事業所のみ）  

⑫男女共同参画社会の実現に向けた取り組みについて（共通） 

 

（３）調査結果の見方 

・百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位までを表示してい  

るため、単数回答（１つだけ選ぶ設問）においても、四捨五入の影響で、合計が 100％

にならない場合があります。 

・複数回答（２つ以上選んでよい設問）においては、合計が 100％を超える場合が  

あります。 

・本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化して  

いる場合があります。 
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（４）回収結果 

＜市 民＞ 

① 調査対象 2,000人（男性：978人、女性：1,022人） 

② 有効回収数 581人（男性：217人、女性：360人、未回答４人） 

③ 有効回収率  29.1％（男性：22.2％、女性：35.2％）※ 

※男女別の回収率には、性別未回答者は含まれません。 

 

④ 性／年代別回収状況 

 18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～70歳 未回答 総数 

男 性 
30人 

（13.8％） 

40人 

（18.4％） 

46人 

（21.2％） 

47人 

（21.7％） 

54人 

（24.9％） 

0人 

（0.0％） 

217人 

（100.0％） 

女 性 
52人 

（14.4％） 

64人 

（17.8％） 

73人 

（20.3％） 

65人 

（18.1％） 

104人 

（28.9％） 

２人 

（0.6％） 

360人 

（100.0％） 

未回答 
0人 

（0.0％） 

0人 

（0.0％） 

１人 

（25.0％） 

0人 

（0.0％） 

1人 

（25.0％） 

２人 

（50.0％） 

４人 

（100.0％） 

合 計 
82人 

（14.1％） 

104人 

（17.9％） 

120人 

（20.7％） 

112人 

（19.3％） 

159人 

（27.4％） 

４人 

（0.7％） 

581人 

（29.1％） 

 

＜事業所＞ 

50人未満 
50人以上 

100人未満 
100人以上 未回答 合計 

全体 数 割合 全体 数 割合 全体 数 割合 全体 数 割合 全体 数 割合 

－ 31 － － 16 － － 27 － － 1 － 180 75 41.7% 
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市民 １ 男女の地位、家庭生活に関する意識について  

〇次の項目の中で、男女の地位についてどう思いますか。 

 

 

 

7.8%

4.6%

8.8%

1.8%

7.8%

0.5%

8.8%

2.3%

28.1%

54.8%

29.5%

28.6%

17.1%

34.1%

13.4%

47.0%

25.8%

41.0%

16.1%

36.9%

31.8%

48.8%

33.6%

59.0%

26.3%

43.3%

18.9%

11.5%

12.9%

5.5%

5.5%

10.1%

5.1%

5.1%

10.6%

0.9%

1.4%

3.2%

1.4%

0.0%

3.7%

0.9%

1.8%

5.1%

0.9%

7.4%

12.0%

23.0%

25.8%

8.8%

20.3%

9.7%

12.0%

9.2%

0.9%

0.9%

0.9%

0.9%

1.8%

0.9%

1.4%

0.9%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．社会全体では

イ．家庭生活では

ウ．住民組織（町内会・自治会

等）では

エ．市民活動への参加機会は

オ．職場では

カ．教育の場では

キ．社会通念や慣習では

ク．法律や制度では

ケ．政治の場では

＜男性＞

男性のほうが非常に優遇されている どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等である どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが非常に優遇されている わからない

無回答

22.8%

9.7%

10.6%

5.3%

14.2%

5.6%

16.1%

13.9%

43.1%

60.3%

43.1%

38.6%

20.3%

35.3%

17.2%

47.2%

38.3%

38.9%

6.4%

26.4%

24.4%

41.7%

31.1%

47.5%

11.1%

21.4%

5.6%

2.5%

7.8%

2.2%

3.3%

4.2%

2.5%

1.9%

4.7%

1.1%

0.0%

1.7%

0.0%

0.3%

0.8%

0.6%

0.3%

0.6%

0.0%

7.2%

10.3%

22.8%

27.8%

13.3%

25.0%

21.1%

20.0%

10.0%

0.8%

1.1%

1.4%

1.4%

1.1%

1.7%

2.2%

1.1%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．社会全体では

イ．家庭生活では

ウ．住民組織（町内会・自治会

等）では

エ．市民活動への参加機会は

オ．職場では

カ．教育の場では

キ．社会通念や慣習では

ク．法律や制度では

ケ．政治の場では

＜女性＞

男性のほうが非常に優遇されている どちらかといえば男性のほうが優遇されている

平等である どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが非常に優遇されている わからない

無回答
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〇「男性は仕事、女性は家庭」という考え方についてどう思いますか。 

 

 

 

3.7%

3.3%

0.0%

2.2%

2.1%

9.3%

17.5%

6.7%

17.5%

13.0%

23.4%

22.2%

47.0%

50.0%

50.0%

54.3%

36.2%

46.3%

22.1%

23.3%

20.0%

23.9%

27.7%

16.7%

9.7%

16.7%

12.5%

6.5%

10.6%

5.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性全体

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～70歳

＜男性＞

同感する どちらかといえば同感する 同感しない

どちらかといえば同感しない わからない 無回答

1.4%

0.0%

4.7%

1.4%

1.5%

0.0%

11.7%

7.7%

6.3%

21.9%

9.2%

11.5%

55.6%

61.5%

65.6%

46.6%

56.9%

51.9%

25.6%

19.2%

20.3%

26.0%

29.2%

28.8%

5.3%

11.5%

3.1%

4.1%

3.1%

5.8%

0.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性全体

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～70歳

＜女性＞

同感する どちらかといえば同感する 同感しない

どちらかといえば同感しない わからない 無回答
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〇社会のあらゆる分野で男女が平等になるために重要だと思うことは何だと思いますか。（２つ回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.8%

57.8%

14.3%

23.4%

22.0%

14.3%

8.3%

4.0%

4.6%

34.6%

57.1%

15.2%

19.8%

18.4%

14.7%

9.2%

6.0%

4.6%

30.3%

58.6%

13.6%

25.8%

24.2%

14.2%

7.8%

2.2%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

法律や制度の上での見直しを行い、性差別につながるもの

を改めること

様々な偏見や固定的な社会通念、慣習・しきたりを改める

こと

男女平等教育や男女共同参画に関する意識啓発を積極的

に行うこと

就業、社会参加を支援するための施設やサービスの充実

を図ること

行政や企業などの重要な役職に一定の割合で女性を登用

する制度を採用・充実すること

事業主等に対して男女平等の取組を推進するよう働きかけ

を行うこと

わからない

その他

無回答

全体 男性 女性
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２ 男女の人権について  

〇あなたは、職場や地域、学校でセクシュアル・ハラスメントやパワー・ハラスメント、立場や権利を利

用した嫌がらせを受けた経験もしくは目撃したことがありますか。 

（セクシュアル・ハラスメント） 

 

 

 

4.1%

4.1%

6.5%

0.5%

6.5%

2.8%

14.7%

25.8%

17.5%

26.7%

16.1%

17.5%

8.8%

25.8%

65.4%

71.9%

59.9%

77.0%

70.0%

82.0%

55.8%

4.6%

6.5%

6.9%

6.5%

6.0%

6.5%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．嫌がっているのに性に関す

る話をされた

イ．わけもなく身体を触られた

ウ．宴会等の席でお酌やデュ

エットを強要された

エ．上司等がその立場を利用し

て性的な誘いをかけてきた

オ．必要がないのに結婚予定や

出産予定を聞かれた

カ．裸体のポスター等が皆の目

に止まる所に貼ってある

キ．容姿について不快なことを

言われた

＜男性＞

経験がある 見たり、聞いたりしたことがある 経験がない 無回答

19.7%

30.8%

25.3%

9.7%

16.9%

3.6%

28.6%

22.2%

10.3%

15.8%

10.8%

17.2%

6.9%

17.8%

54.2%

55.8%

54.7%

75.3%

62.2%

85.0%

49.7%

3.9%

3.1%

4.2%

4.2%

3.6%

4.4%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．嫌がっているのに性に関す

る話をされた

イ．わけもなく身体を触られた

ウ．宴会等の席でお酌やデュ

エットを強要された

エ．上司等がその立場を利用し

て性的な誘いをかけてきた

オ．必要がないのに結婚予定

や出産予定を聞かれた

カ．裸体のポスター等が皆の目

に止まる所に貼ってある

キ．容姿について不快なことを

言われた

＜女性＞

経験がある 見たり、聞いたりしたことがある 経験がない 無回答
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（パワー・ハラスメント） 

 

 

 

11.1%

32.3%

19.4%

20.3%

9.2%

12.9%

24.0%

21.2%

26.7%

15.2%

14.7%

17.1%

60.8%

41.9%

49.3%

60.4%

71.0%

65.4%

4.1%

4.6%

4.6%

4.1%

5.1%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．殴る・蹴るなどの身体的な攻

撃をうけた

イ．脅迫や暴言など精神的な攻

撃をうけた

ウ．仲間外れ・無視など人間関

係から疎外された

エ．達成不可能な業務を強要さ

れた

オ．能力に比べて程度の低い仕

事を強要された

カ．個人的なことに強引に立ち

入られた

＜男性＞

経験がある 見たり、聞いたりしたことがある 経験がない 無回答

5.3%

25.8%

27.5%

11.1%

7.2%

12.8%

11.4%

21.4%

21.1%

14.4%

10.3%

11.9%

79.4%

48.9%

48.3%

70.6%

78.6%

71.4%

3.9%

3.9%

3.1%

3.9%

3.9%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．殴る・蹴るなどの身体的な

攻撃をうけた

イ．脅迫や暴言など精神的な攻

撃をうけた

ウ．仲間外れ・無視など人間関

係から疎外された

エ．達成不可能な業務を強要さ

れた

オ．能力に比べて程度の低い

仕事を強要された

カ．個人的なことに強引に立ち

入られた

＜女性＞

経験がある 見たり、聞いたりしたことがある 経験がない 無回答
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〇嫌がらせを受けたとき、誰か（どこか）に相談しましたか。（複数回答） 

 

25.3%

33.2%

26.5%

1.8%

1.2%

0.3%

40.6%

2.9%

1.5%

5.9%

24.8%

24.8%

21.9%

1.9%

1.0%

1.0%

51.4%

3.8%

2.9%

1.9%

25.8%

36.9%

28.8%

1.7%

1.3%

0.0%

35.2%

2.6%

0.9%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族

友人、知人

同僚や上司、先生

労働基準監督署

警察

県や市などの相談窓口

誰（どこ）にも相談しなかった

職場が設置する相談窓口

その他

無回答

全体 男性 女性
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〇あなたは性的マイノリティ（LGBT等）という言葉を知っていますか。 

 

 

 

65.0%

70.0%

72.5%

65.2%

68.1%

53.7%

22.1%

13.3%

20.0%

21.7%

17.0%

33.3%

12.4%

16.7%

7.5%

13.0%

12.8%

13.0%

0.5%

0.0%

0.0%

0.0%

2.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性全体

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～70歳

＜男性＞

言葉と意味の両方を知っている 聞いたことはあるが、意味は知らない 知らない 無回答

74.4%

75.0%

73.4%

80.8%

80.0%

66.3%

15.3%

9.6%

20.3%

16.4%

10.8%

17.3%

8.1%

13.5%

6.3%

2.7%

9.2%

9.6%

2.2%

1.9%

0.0%

0.0%

0.0%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性全体

18歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～70歳

＜女性＞

言葉と意味の両方を知っている 聞いたことはあるが、意味は知らない 知らない 無回答
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３ 女性の活躍推進に関する意識と仕事と生活の調和について 

〇女性の活躍推進のために、家庭・社会・職場において必要なことは何だと思いますか。（複数回答） 

 

70.9%

49.7%

46.3%

51.1%

44.6%

20.5%

43.5%

53.2%

44.9%

37.9%

1.9%

2.1%

2.4%

1.4%

67.3%

42.9%

47.0%

47.9%

42.4%

24.4%

42.4%

49.3%

41.9%

35.5%

4.1%

3.2%

2.3%

1.8%

73.3%

53.9%

45.8%

53.1%

45.8%

17.8%

44.2%

55.8%

46.9%

38.9%

0.6%

1.4%

2.2%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

保育所や児童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備

介護支援サービスの充実

家事・育児支援サービスの充実

男性の家事参加への理解・意識改革

女性が働き続けることへの周囲の理解・意識改革

働き続けることへの女性自身の意識改革

男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方改革

職場における育児・介護との両立支援制度の充実

短時間勤務制度や在宅勤務制度などの導入

育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進などへ

の不利益な取り扱いの禁止

特に必要なことはない

わからない

その他

無回答

全体 男性 女性
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〇生活の中での〔仕事〕〔家庭生活〕〔地域・個人の生活〕の優先度について、理想と現実に最も近いもの
を選んで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇一般的に男女が共に仕事や家庭を両立していくためには、どのような条件が必要だと思いますか。 
（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5%

35.6%

16.0%

17.2%

3.1%

1.2%

31.0%

23.4%

5.0%

1.7%

8.1%

2.2%

23.1%

2.2%

5.9%

10.2%

6.4%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア．理想

イ．現実

仕事を優先 家庭生活を優先

地域・個人の生活を優先 仕事と家庭生活をともに優先

仕事と地域・個人の生活をともに優先 家庭生活と地域・個人の生活をともに優先

仕事と家庭生活と地域・個人の生活をともに優先 わからない

無回答

32.7%

46.5%

21.7%

43.7%

19.6%

39.1%

29.9%

7.2%

21.2%

47.0%

5.3%

41.0%

48.8%

23.5%

44.7%

15.7%

36.4%

21.2%

7.4%

17.5%

50.2%

5.1%

27.8%

45.6%

20.8%

43.6%

21.9%

40.6%

35.0%

7.2%

23.6%

45.0%

5.6%

0% 20% 40% 60%

年間労働時間を短縮すること

代替要員の確保など、育児休業・介護休業制度を利用できる

職場環境をつくること

育児や介護のために退職した職員をもとの会社で再雇用す

る制度を普及すること

育児休業・介護休業中の賃金その他の経済的支援を充実す

ること

地域の保育施設や保育時間の延長など保育内容を充実する

こと

在宅勤務やフレックスタイム制度など、柔軟な勤務制度を導

入すること

給与等の男女間格差をなくすこと

職業上、必要な知識・技術等の職業訓練を充実すること

女性が働くことに対し、家族や周囲の理解や協力があること

その他

無回答

全体 男性 女性
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４ 女性の視点に立った防災対策について                  

〇避難所における男女共同参画について、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.0%

90.0%

34.8%

61.8%

1.7%

1.7%

65.0%

87.6%

35.5%

53.9%

0.9%

1.4%

60.3%

92.2%

34.4%

66.7%

1.7%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

避難所の運営、方針決定などにおいて、男性と女性がともに参加

すること

男女別トイレや洗濯干場、授乳室の設置など、避難者のニーズに

配慮すること

女性は炊き出し、男性は力仕事といった固定的な役割分担意識の

解消

男性及び女性が抱えたそれぞれの悩みや、避難生活上の問題を

受け付ける窓口の設置

その他

無回答

全体 男性 女性
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５ 男女共同参画社会の実現に向けた取り組みについて 

〇「男女共同参画社会の実現」に向けて、今後、古河市ではどのようなことに力を入れていくべきだと考

えますか。(複数回答) 

 

32.9%

55.8%

28.9%

22.4%

38.9%

24.8%

15.5%

28.1%

37.2%

17.7%

12.7%

10.3%

2.9%

7.7%

2.6%

3.4%

30.4%

53.0%

28.6%

22.1%

36.9%

25.3%

15.7%

29.0%

34.6%

18.0%

15.2%

14.3%

4.6%

9.7%

4.6%

3.2%

33.9%

57.8%

28.9%

22.5%

40.3%

24.7%

15.0%

27.2%

38.6%

17.5%

11.1%

7.5%

1.9%

6.7%

1.4%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

女性の再就職や起業のための情報提供

各種保育や介護サービスの充実など仕事と家庭生活等の

両立支援

市の審議会委員や管理職など、政策決定の場に女性を積

極的に登用する

民間企業・団体等の管理職に女性の登用が進むよう啓発

する

男性の意識改革

生き方や悩みに関する相談の場を提供する

男女共同参画全般についての広報活動の充実

男女共同参画の視点に立った教育や学習の充実

子どものころからの男女共同参画教育

地域や団体で活躍できる女性リーダーの養成

男女共同参画全般について自主的に活動するボランティア

やＮＰＯなどを支援する

男女共同参画推進活動の拠点となるセンターの設置

特にない

わからない

その他

無回答

全体 男性 女性
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事業所 １ 女性の活躍推進における取り組みについて 

〇女性の活躍を推進するうえで、現在取り組んでいることがありますか。（複数回答） 

 

 

〇女性の活躍を推進するうえで、今後どのような取り組みが必要と考えますか。（３つ回答） 

 

74.7%

81.3%

72.0%

74.7%

49.3%

5.3%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

責任のある仕事を付与している

男性と同等の教育訓練・研修等を行っている

会議・打合せなどに積極的に参加させている

採用、昇進において、性別による差異がないようにしている

配属については、性別にとらわれず配置している

特に何もしていない

その他

57.3%

22.7%

38.7%

20.0%

25.3%

17.3%

20.0%

14.7%

9.3%

10.7%

14.7%

1.3%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

女性の継続就業（育児休業からの職場復帰など）に関する

支援

女性のモチベーションや就業意識を高めるための研修機会

の付与

公正・透明な人事管理制度、評価制度の構築

人材育成の機会を男女同等に与えること

超過勤務削減などワーク・ライフ・バランスの促進

女性の活躍の必要性についての理解促進

セクシュアル・ハラスメント防止などの職場環境の整備

採用・配置、昇進における女性が満たしにくい条件の是正

転勤時の配慮

メンター制度の導入やロールモデルの育成

在宅勤務（テレワーク）など多様な働き方の推進

その他

無回答
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２ 女性管理職登用における取り組みについて 

〇管理職（監督職以上）への登用状況について（管理職の男女別割合の平均値） 

 

 

〇女性管理職が少ないと考えられる理由は何ですか。（複数回答） 

 

81.8% 18.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

管理職（監督職以上）

男性 女性

38.7%

6.7%

12.0%

6.7%

16.0%

1.3%

17.3%

21.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

管理能力の面で、女性の適任者が少ない

在籍年数など満たしていない

家庭の仕事もあるので、長時間労働を要求できない

業務内容が女性に任せられない、向いていないと思う

管理職試験制度があるが、受験者がいない

辞めてしまう可能性があるので、人材として育てられない

その他

未回答
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〇女性の管理職を増やすためには、今後どのような取り組みが効果的と考えますか。（３つ回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.7%

40.0%

40.0%

25.3%

4.0%

14.7%

12.0%

6.7%

30.7%

5.3%

4.0%

8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

経営層・管理職層の意識改革

ロールモデルとなる女性社員の育成

幅広い職種への登用

企業における継続的なキャリア研修

女性管理職登用の数値目標の設定

経営トップの強いリーダーシップ

メンター制度の推進

女性のネットワーク形成の促進

職場の上司とのコミュニケーションの推進

学校等教育機関におけるキャリア教育の推進

その他

無回答
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３ 働きやすい環境づくりについて 

〇セクシュアル・ハラスメントに対する取り組みをしていますか。（複数回答） 

 

〇マタニティハラスメントに対する取り組みをしていますか。（複数回答） 

 

64.0%

29.3%

41.3%

70.7%

5.3%

12.0%

5.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

事業所内に相談窓口を設置している

対策委員会等の機関を設置している

事業所内研修を実施して啓発している

就業規則等にセクシュアル・ハラスメント禁止を規定してい

る

現在、検討中又は計画中である

取り組みをしていない

その他

無回答

57.3%

32.0%

30.7%

58.7%

10.7%

10.7%

5.3%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80%

事業所内に相談窓口を設置している

対策委員会等の機関を設置している

事業所内研修を実施して啓発している

就業規則等にマタニティ・ハラスメント禁止を規定している

現在、検討中又は計画中である

取り組みをしていない

その他

無回答
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〇再就職・再雇用制度を設けていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.0%

52.0%

28.0%

14.7%

37.3%

9.3%

4.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

フルタイム正規従業員

パートタイム従業員

短時間勤務正規従業員

臨時従業員

本人希望の雇用

制度を設けていない

その他

無回答



19 

 

４ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

〇「ワーク･ライフ･バランスが実現された社会」に近づくためには、事業所はどのような取り組みが必要

と考えますか。 

 

41.3%

14.7%

26.7%

28.0%

10.7%

37.3%

8.0%

17.3%

20.0%

16.0%

18.7%

12.0%

13.3%

14.7%

5.3%

48.0%

52.0%

62.7%

54.7%

24.0%

53.3%

30.7%

54.7%

48.0%

40.0%

53.3%

38.7%

56.0%

57.3%

30.7%

9.3%

25.3%

9.3%

14.7%

52.0%

8.0%

38.7%

21.3%

26.7%

32.0%

22.7%

37.3%

20.0%

22.7%

33.3%

0.0%

0.0%

10.7%

16.0%

4.0%

1.3%

10.7%

4.0%

9.3%

5.3%

2.7%

14.7%

2.7%

1.3%

6.7%

2.7%

0.0%

1.3%

16.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.7%

1.3%

1.3%

1.3%

2.7%

1.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

企業のトップが先頭に立って取り組む

事業所の中でワーク・ライフ・バランスを推進する責任者をきめる

管理職の意識改革を進める

管理職以外の社員の意識改革を行う

仕事の量を減らす

無駄な業務・作業をなくす

フレックスタイム制を導入する

年休の取得計画をつくる

取引先や下請企業に無理な要求をしない

社員を増やす

給料を上げる

ノー残業デーを設ける

男性の育児休業をとりやすくする

時間短縮勤務ができるようにする

在宅勤務（テレワーク）ができるようにする

おおいに必要 必要 どちらともいえない 必要でない 全く必要でない 無回答
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５ 育児・介護について 

〇事業所における育児休業の取得状況について、男女別にお答えください。 

 

 

〇事業所における介護休業の取得状況について、男女別にお答えください。 

 

 

〇育児・介護休業制度取得中の社員の代替はどのように対処していますか。（複数回答） 

 

23.5%

98.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

46.2% 53.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

介護休業の取得を開始した従業員

男性 女性

16%

4%

8%

31%

3%

53%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

従業員の配置換え

アルバイト、パート社員を募集

派遣会社等へ依頼

人員減のまま補充なし

その他

無回答（特に無し）
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〇男性従業員が育児休業を取得することについて、どう考えますか。 

 

 

〇働きながら、育児・介護をする従業員に対して、何か取り組んでいることはありますか。（複数回答） 

 

49.3% 34.7% 12.0%

0.0%

1.3%2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性も積極的に取得すべきであり、奨励している

男性も積極的に取得すべきと考えるが、現実的には厳しい

男性の取得は奨励しないが、許容せざるをえない

男性は取得すべきではない

未回答

その他

30.7%

25.3%

2.7%

6.7%

0.0%

32.0%

6.7%

68.0%

36.0%

40.0%

14.7%

2.7%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

始業・就業時刻の繰上げ・繰下げの制度を設けている

在宅勤務（テレワーク）・フレックスタイム等の勤務制度を

採用している

経費の補助または貸付を行っている

事業所内・外に託児施設を設けている

託児・介護施設の紹介制度がある

勤務・配置転換の際の配慮を行っている

育児・介護休業取得者への復帰後の研修や再教育制度

がある

時短勤務制度を設けている

時間外労働の免除を行っている

子どもの看護のための休暇を設けている

特に何もしていない

その他

無回答
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６ 男女共同参画社会の実現に向けた取組について 

〇「男女共同参画社会の実現」に向けて、今後どのような取り組みを進めるべきだと考えますか。 

（複数回答） 

 

 

〇「男女共同参画社会の実現」に向けて、行政に対し今後どのような取り組みを期待しますか。（複数回答） 

 

42.7%

29.3%

61.3%

42.7%

53.3%

25.3%

8.0%

2.7%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

経営者・企業のトップ及び男性管理職の意識改革を図る

男性社員の意識改革を図る

育児や介護中であっても仕事が続けられるよう支援する

育児や介護等でいったん仕事を辞めた人の復職を支援する

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など多様な働き方の見

直しを進める

管理職に女性を積極的に登用する

わからない

その他

無回答

29.3%

25.3%

24.0%

41.3%

21.3%

6.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

講演会、シンポジウム、各種講座などの開催

パンフレット等をはじめとした資料の提供

市のホームページや広報を活用した情報提供

男女共同参画に取り組む先進企業の事例紹介

わからない

その他

無回答


